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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は，塗装前処理として要求されるブラスト処理が疲労強度改善対策として広

く認識されているピーニング処理と同様の効果を生んでいることを残留応力測定や疲

労試験の結果に基づき検証し，ブラスト処理効果を考慮することで過剰品質気味の船体

構造設計の改善が可能であることを示したものであり，船体構造工学及び疲労強度学に

関する価値ある業績であると認める．以上の結果，博士（工学）の学位に値すると認める． 

 


